
まちの人口（平成２３年３月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,533 人（△ 18）　男 8,997 人（△ 5）　女 9,536 人（△ 13）　世帯数 6,943 世帯（△ 1）　※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

ダイナミック南会津の取り組み	 ・・・②～③

戸籍 ･ 住民記録窓口からのお知らせ	 ・・・⑧

「総合支援センター田島」事務所移転	 ・・・⑨

町指定文化財	新たに７件	 ・・・⑳

	

『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 

検索

クリック！

やまはく

2011 年３月号 № 60

南郷スキー場で「第 31 回読売杯南郷スラローム大会」が開催

されました。スラロームの大会は県内でも少なく、子どもから

大人まで多くのレーサーが大会を楽しみました。写真は小学生

男子２部で優勝した池上知希くん（南郷ジュニアレーシング）

第 31 回読売杯南郷スラローム大会

白銀のゲレンデで熱戦を展開
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子どもたちの胸に 地元への

　誇りが 確実に芽生え始めてきた
　

約
２
年
前
に
講
演
会
で
初
め
て
南

会
津
町
を
訪
れ
た
平
田
大
一
さ
ん
。

講
演
会
後
の
町
民
と
の
懇
談
会
で

は
、「
雪
が
嫌
い
」「
山
し
か
な
い
」「
地

域
に
誇
り
が
も
て
な
い
」
な
ど
マ
イ

ナ
ス
の
発
言
が
多
く
、
地
域
の
誇
り

が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、「
こ
の
地
域
を
何
と

か
し
た
い
」「
若
い
世
代
に
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
望
む
地
元

の
大
人
が
平
田
さ
ん
に
協
力
を
お
願

い
し
、
子
ど
も
た
ち
の
本
気
を
引
き

出
し
最
終
的
に
は
地
域
を
元
気
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ダ
イ
ナ
ミ

　

12
月
の
舞
台
終
了
後
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
学
校
で
は
学
べ
な
い
多
く

　

平
田
さ
ん
が
約
1
年
か
け
て
構
想

を
ね
り
、
脚
本
を
書
き
上
げ
た
「
息

吹
・
南
山
義
民
喜
四
郎
伝
」。

　

こ
の
舞
台
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
義
民
の
喜

四
郎
の
こ
と
を
調
べ
た
り
、
義
民
の

平
田
大
一
さ
ん
か
ら
見
た
南
会
津
町

子
ど
も
た
ち
の
変
化
が
大
人
を
変
え
る

町
が
変
わ
る
一
粒
の
種
を
ま
く

ッ
ク
南
会
津
」
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

演
出
家
の
平
田
さ
ん
自
身
が
南
会

津
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
と
、
町

を
歩
き
、
住
民
と
語
り
合
っ
た
平
田

さ
ん
に
南
会
津
の
印
象
を
尋
ね
る
と

「
日
本
の
原
風
景
が
残
り
、四
季
折
々

を
楽
し
め
、
不
思
議
な
な
つ
か
し
さ

を
感
じ
る
と
こ
ろ
。
み
ん
な
が
大
事

に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
す
ば

ら
し
い
南
会
津
が
あ
る
。
南
会
津
は

『
心
の
ふ
る
さ
と
』
で
す
」
と
感
想

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
12
月
の
公
演
で
す
ば
ら
し
い
舞
台
を
見
せ
て
く
れ
た
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

南
会
津
」。
そ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
徐
々
に
変
化
が
現
れ
、

そ
の
変
化
は
、
大
人
た
ち
を
も
変
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
南
会
津
の
総
合
演
出
を
さ
れ
て
い
る
南
島
詩

人
で
演
出
家
の
平
田
大
一
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
南
会
津
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
変
化
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

墓
参
り
を
す
る
な
ど
、
地
域
の
歴
史

に
つ
い
て
自
ら
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
思

い
を
き
ち
ん
と
言
葉
に
し
て
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
内
向
的
だ

っ
た
子
ど
も
が
積
極
的
に
な
っ
た
り

と
、
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

変
化
が
現
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

平
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
大
人
か

ら
も
、
こ
の
地
域
の
誇
り
を
確
認
し

た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
ば
か
り

で
な
く
、
大
人
に
も
変
化
が
現
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

12
月
の
舞
台
終
了
後
、
子
ど
も
た

ち
の
変
化
や
本
気
さ
を
感
じ
た
保
護

者
ら
が
、
保
護
者
は
保
護
者
が
で
き

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト

し
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

「
息
吹
浪
漫
の
会
」
と
い
う
後
援
会

を
組
織
し
、
全
面
的
に
子
ど
も
た
ち

を
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
の
も
そ
ん

な
変
化
の
ひ
と
つ
で
す
。

南島詩人 平田大一さん

再公演が決まり練習にも一層熱が入るメンバー３月公演のキャスト発表を聞くメンバー
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感動のステージ再び ･･･

『息吹－南山義民喜四郎伝』卒業公演

３月２６日2011 年 （土）

　
「
不
思
議
な
一
体
感
と
心
地
よ
い

緊
張
感
」。
取
材
に
お
邪
魔
し
た
と

き
の
印
象
で
す
。
学
校
も
年
齢
も
違

う
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の

に
、
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
な
い
和
や

か
な
雰
囲
気
と
、
そ
ん
な
中
に
も
、

他
の
メ
ン
バ
ー
の
足
を
引
っ
ぱ
っ
て

は
い
け
な
い
と
一
生
懸
命
練
習
す
る

取
材
し
て
の
感
想
・
・
・

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」「
大
嫌
い

だ
っ
た
自
分
の
町
が
、
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
」
な
ど
の
手
紙
が
平
田
さ

ん
に
届
き
ま
し
た
。

　

平
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
手
紙
や

舞
台
後
に
見
せ
た
子
ど
も
た
ち
の
涙

か
ら
、
地
域
を
見
つ
め
な
お
し
た
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
つ
い
て
考
え
始

め
、
子
ど
も
た
ち
の
胸
に
確
実
に
地

元
へ
の
誇
り
が
芽
生
え
始
め
た
こ
と

を
確
信
し
た
そ
う
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
確
実
に
変
化
し
、
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
の
変
化
が
大
人
を
動
か

し
、
大
人
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
じ

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
「
町
が
変
わ
る
一
粒
の
種
を
ま
く

こ
と
が
で
き
た
」
と
平
田
さ
ん
は
笑

顔
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「もう１度皆さんの前で演じたい！」「ぜひ、この活動を続けていきたい。そしてもう１
度公演させてください！」と再公演を熱望する子どもたちの熱い想いを受け、下記のとお
り再公演が決定しました。
　１２月の公演をご覧になられなかった方はもちろん、ご覧になられた方もさらにパワー
アップした子どもたちの熱演を、ぜひご覧ください。

子
ど
も
た
ち
が
か
も
し
出
す
緊
張

感
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
ら
ず
に
し
ば

し
の
間
、
子
ど
も
た
ち
に
見
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
一
生
懸
命
や

る
こ
と
が
怖
く
な
い
。
一
生
懸
命
が

一
番
か
っ
こ
い
い
と
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
学
校
と
か
で
は
出
せ
な

い
自
分
が
出
せ
る
」「
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
て
明
る
く
な
れ

た
」「
義
民
が
い
た
こ
の
町
を
誇
り

に
思
う
」
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
確
実
に
変
化

し
て
い
る
と
い
う
平
田
さ
ん
の
言
葉

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
全
国

的
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
南
会
津
は
ま
さ
に
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
で
あ
り
、
自
己
実

現
の
場
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

平
田
さ
ん
と
い
う
よ
そ
者
の
視
点

で
地
域
の
誇
り
を
再
認
識
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
平
田
さ
ん
の
演
出

を
き
っ
か
け
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

胸
に
地
元
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
芽
生

え
始
め
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
意
に
応

え
よ
う
と
大
人
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
地
域
に
新
し
い
息
吹
が
吹
き
始

め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

●昼の部　13：30開演（13：00開場）
●夜の部　18：00開演（17：30開場）
●料　金　　大　人　Ｓ席 2,500円　
　　　　　　　　　　Ａ席 2,000円
　　　　高校生以下　Ｓ席 2,000円　
　　　　　　　　　　Ａ席 1,500円
　　　　　　　　　　（当日500円増）
●問合せ　息吹公演事務局
　　　　　　TEL 0241-78-7077
　　　　　　FAX 0241-78-5010　
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町長賞の星ご夫妻(前列左)ら受賞者のみなさん

　■２月１日

　希望のあった町内の高齢者や集落、保育所などの団体へ
ミニトマト「小鈴」の苗2000本を配布し、そこで栽培され
たミニトマトを集荷して生食やジュース加工して販売する

「ミニトマトを使ったまちづくり事業」を行いました。
　その優秀栽培者の表彰式が町長室で開催され、10本の苗
から109キロのミニトマトを出荷された星梅夫さん、アキエ
さんご夫妻（湯ノ花）が町長賞を受賞されました。
　町長賞のほかの受賞者は次のとおりです。
努力賞：星　正子さん（塩江）、河原田政敏さん（浜野）、
　　　　酒井宏一さん（大新田）、芳賀ツネ子さん（穴原）、
　　　　渡部武男・百枝さん（関本）、馬場美恵子さん（下山）

県文化振興基金顕彰受賞

檜沢小放課後子ども教室で巨大紙風船上げに挑戦

ミニトマトを使ったまちづくり事業優秀栽培者表彰式

　■２月１４日

　本県の文化の普及・向上に貢献された個人及び団体を顕
彰する財団法人福島県文化振興基金顕彰の表彰式が福島市
で行われ、渡部力夫さん（金井沢・７２歳）が郷土史誌部
門で基金理事長の佐藤雄平知事から表彰を受けられました。
　渡部さんは田島町史編纂室主任、田島町総合歴史民俗文
化財保存施設館長、田島町文化財保護審議会会長を歴任さ
れた一方、会津史学会理事、県史学会理事などを務められ
ました。また、「野岩・会津鉄道建設運動史」の発刊で中心
的な役割を果たされるなど、郷土の歴史の継承・普及に尽
力され、本県文化の振興に寄与された功績が認められたも
のです。

　■１月２６日

　檜沢小放課後子ども教室では、子どもたちが同小体育館
で巨大な紙風船上げを楽しみました。紙風船がゆっくりと
舞い上がっていくと、子どもたちから拍手と歓声が沸き起
こりました。
　横２．２ｍ、縦５ｍの巨大な紙風船を作ってくれたのは、
大凧を作って上げるなどして地域活性化に力を入れている
下塩江地区の「下塩江紙風船打ち上げ隊（大竹力代表）」の
方々です。
　また、巨大紙風船には “ 絆 ” の文字が書かれ、子どもたち
にみんなで仲良く助け合うことの大切さやすばらしさを伝
えました。

田島高校生が福祉カレンダーを寄贈
　■１月２５日

　田島高校の福祉コース３年の川井亜衣さんと星 祐也さん
が田部原保育所を訪れ、自分たちで制作した「福祉カレン
ダー」２組を寄贈しました。
　一枚一枚を生徒たちが心を込めて制作した手づくりの可
愛らしいカレンダーに、子どもたちは大喜びでした。
　カレンダーは、季節やその月の行事などを貼り絵で表し
ており、すばらしいできばえに、職員のみんなが感激して
いました。 湯田所長にカレンダーを寄贈した

川井さん (左 )と星さん (中央 )

文化振興基金顕彰を受賞された渡部さん(中央 )

巨大紙風船に大喜びの檜沢小児童
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表彰された星さん(右)と馬場さん(左)

スノーシューを履いて雪山散策を楽しむ参加者

献血協力者表彰式

自然学校ｉｎ南会津　冬プログラム

　■２月１５日

　町内の献血協力者に対する表彰式が町長室で行われ、
５０回にわたり献血に協力された、星 美矢子さん（針生）
と馬場和伸さん（鴇巣）に対し、町長から感謝状と記念
品が手渡されました。
　町では、献血運動を推進するため、献血活動に積極的
に協力した方を表彰しており、今回表彰を受けた馬場さ
んは、「高校のときから献血活動を始めてきたが、これか
らも機会をみつけて、積極的に協力していきたい」と話
してくれました。

　■２月１１、１２日

　伊南地域において、「自然学校ｉｎ南会津－冬プログラ
ム」が開催され、首都圏からの参加者などがスノーシュ
ーや雪像作りを楽しみました。
　自然学校ｉｎ南会津は、地域づくり団体「いなＧＯ！
倶楽部」が中心となって、１年のうちに複数回足を運ん
でもらうことを目的として、四季ごとに南会津ならでは
の体験プログラムを企画したもので、今回が4回目のプロ
グラムでした。同団体のメンバーは「一過性のイベント
ではなく、通年を通して誘客を図り、南会津のファンを
作ることが大事」と話していました。

青柳キャンドルないとファンタジー開催

総務大臣表彰等受賞報告

　■２月１１日

　青柳地区で、てんぷら油を再利用したろうそくを使った
「青柳キャンドルないとファンタジー」が開催されました。
　青柳公民館脇の田んぼの雪原には、西暦の「2011」の
文字と巨大な干支のウサギの絵が、幻想的なろうそくの灯
りで描き出されていました。
　また、地区の中心を走る県道沿いには、地区住民らが作っ
た起き上がり小法師やうさぎなどの雪像が並び、訪れた人
を楽しませていました。
　会場では、甘酒やおしるこが振る舞われたほか、地元産の
米粉で作ったかりんとうやどら焼き、大根葉のおにぎりなど
も提供され、来場者は目と舌でイベントを楽しみました。

　■２月２１日

　福島県統計功労者表彰式において、調査員として多年
に渡る活動が認められ統計功績者表彰の総務大臣表彰と
福島県統計協会名誉会長表彰を受賞された大竹磯夫さん

（長野）が、町長室を訪れ受賞を報告されました。
　また、１７日には、津吹節子さん（本町）が優良統計
調査員として南会津地方統計協会長表彰を受賞され、町
長より伝達表彰式が行われました。
　お二人は、国勢調査をはじめ各種統計調査において、
調査員としてその重要性をよく認識され、正確な調査活
動を積極的に行うなど地域に貢献された功績が認められ
ての受賞となりました。 町長に受賞を報告された大竹さん(左 )

幻想的な光で雪原に描かれたウサギ
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℡

■
受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
ま
た
は
持
参

※
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
11
日
（
月
）
～
４
月
20
日

　
（
水
）
ま
で

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
４
月
20
日
（
水
）
ま
で

　

の
通
信
日
付
印
有
効

■
受
験
案
内
等
請
求
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局

■
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
６
月
19
日
（
日
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　http://www.jinji/saiyo/saiyo.htm

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用
試

験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大

学
校
で
研
修
を
受
け
た
後
、
仙
台
国
税
局
管

内
（
東
北
６
県
）
の
税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
①
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月

　
　

１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

　

(ｱ)
大
学
卒
の
者
お
よ
び
平
成
24
年
3
月
ま

　
　

で
に
大
学
卒
見
込
み
の
者

　

(ｲ)
人
事
院
が
(ｱ)
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
上
、
仙
台
国
税
局
ま
で

　

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
限
り
郵
送
（
簡
易
書
留
）
に
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
14
日

　
（
木
）
ま
で　

※
郵
送
の
場
合
は
、
４
月
14
日
（
木
）
ま
で

　

の
通
信
日
付
印
有
効

※
持
参
す
る
場
合
の
受
付
時
間
は
、
午
前
９

　

時
～
午
後
５
時
（
土･

日
曜
日
は
除
く
）

■
受
験
申
込
書
請
求
先

　
最
寄
り
の
税
務
署(

田
島
税
務
署
）、
仙
台

　

国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

　

事
務
局

■
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
６
月
12
日
（
日
）

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

　

内
線
３
２
３
６

　http://www.nta.go.jp

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
事
務
室
で
は
、
平
成
23
年
度
の
「
東
北
地

区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
」
を
実

施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
８
日

　
（
金
）
ま
で　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

　http://www.bureau.tohoku.ac.jp/

　shiken/

※
郵
送
の
場
合
は
、
４
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

の
通
信
日
付
印
有
効

■
受
験
案
内
等
請
求
先

　

人
事
院
東
北
事
務
局

■
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
５
月
１
日
（
日
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　

http://www.jinji/saiyo/saiyo.htm

【
Ⅱ
種
試
験
】

■
受
験
資
格

　
①
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月

　
　

１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

　

(ｱ)
大
学
卒
の
者
お
よ
び
平
成
24
年
3
月
ま

　
　

で
に
大
学
卒
見
込
み
の
者
並
び
に
人
事

　
　

院
が
こ
れ
ら
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
　

認
め
る
者

　

(ｲ)
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
者
お
よ
び
平
成

　
　

24
年
3
月
ま
で
に
短
大
ま
た
は
高
専
卒

　
　

見
込
み
の
者
並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら

　
　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試

験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を

実
施
し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験
】

■
受
験
資
格

　
①
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月

　
　

１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

　
(ｱ)
大
学
卒
の
者
お
よ
び
平
成
24
年
3
月
ま

　
　

で
に
大
学
卒
見
込
み
の
者

　

(ｲ)
人
事
院
が
(ｱ)
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
　

認
め
る
者

■
受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
ま
た
は
持
参

※
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
８
日

　
（
金
）
ま
で　

ア

ア

アア 申

℡

℡

℡

問

問

問東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　
　
　
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度 

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
　
　（
大
学
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ
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軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

３
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
　
田
島
体
育
館
競
技
場
床
等
の
修
繕
工
事
の

た
め
、
左
記
の
工
事
期
間
内
は
体
育
館
の
使

用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

　
平
成
23
年
５
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
平
成
23
年
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

　

平
成
21
年
7
月
か
ら
運
行
し
て
お
り
ま
す

田
島
地
域
中
心
市
街
地
巡
回
バ
ス
に
つ
き
ま

し
て
は
、
利
用
者
が
少
な
い
た
め
、
平
成
23

年
3
月
末
を
も
っ
て
運
行
を
中
止
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０

　
平
成
23
年
４
月
24
日
（
日
）

■
投
票
時
間

　
午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

　

※
投
票
所
終
了
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
方

◎
平
成
３
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
平
成
23
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入
届
を
し

　

た
方

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
都

　

合
に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方

　

は
、
期
日
前
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

《
期
間
》

　
　
平
成
23
年
４
月
20
日
（
水
）
～
平
成
23

　
　

年
４
月
23
日
（
土
）
ま
で

《
時
間
》

　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

《
場
所
》

　
　
南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル
２
階
及
び
各
総

　
　

合
支
所

■
病
院
や
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
お
よ
び

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、

　
「
『
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
』
の
執
行

　
に
つ
い
て
」
と
同
じ
内
容
で
す
。

　
南
会
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
本
庁
総
務

　

課
内
）

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

　
　

合
支
所

■
病
院
や
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い

　

て

　
　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に
指
定
さ

　

れ
て
い
る
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

　

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設

　

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
等

　

を
所
持
し
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
以

　

上
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
郵
便
投
票
証

　

明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
自
宅
で
投
票
で

　

き
る
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ

　

り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
早
め
に

　

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
５
で

　

在
宅
の
方
も
郵
便
投
票
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
選
挙
管
理
委
員

　

会
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
要
介
護
認

　

定
５
で
病
院
・
施
設
等
に
入
院
・
入
所
し

　

て
い
る
方
は
、
病
院
等
で
不
在
者
投
票
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　

南
会
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
本
庁
総
務

　

課
内
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　
南
会
津
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日

程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
告
示

　
平
成
23
年
４
月
19
日
（
火
）

■
投
票
日

■
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
５
月
15
日
（
日
）

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

　

験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

　

０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

　

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日
程

に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
告
示

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

■
投
票
日

　

平
成
23
年
４
月
10
日
（
日
）

■
投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

　

※
投
票
所
終
了
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
方

◎
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
入
届
を
し

　

た
方

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
都

　

合
に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方

　

は
、
期
日
前
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

《
期
間
》

　
　

平
成
23
年
４
月
２
日
（
土
）
～
（
※
各

　
　
総
合
支
所
は
４
月
４
日
（
月
）
～
）

　
　

平
成
23
年
４
月
９
日
（
土
）
ま
で

《
時
間
》

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

《
場
所
》

　
　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル
２
階
及
び
各
総

場

℡

℡℡

℡

℡

問

問

問問 問

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

田
島
体
育
館
修
繕
工
事
の
お
知
ら
せ

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　 

　
　
の
執
行
に
つ
い
て
　

南
会
津
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　 

　
　
の
執
行
に
つ
い
て
　

田
島
地
域
中
心
市
街
地
巡
回
バ
ス
　
　
　

　
　
　 

　
　
　
運
行
中
止
の
お
知
ら
せ

日申

℡ 問
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戸籍・住民記録窓口からのおしらせ

届出や証明書の交付請求には本人確認のための身分証明書が必要です。
また、代理で手続きされる方は委任状が必要です。

● 本人確認のための身分証明書とは次のようなものです。
　 ① 運転免許証など官公署発行の顔写真付のもの  
　 ② 健康保険証・各種年金手帳等２点
　 ③ 住基カード（顔写真付き）
　　　平成２３年３月３１日をもって、住基カードの無料交付が終了します。
　　　 運転免許証など顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方は、今月中に作られることを
　　　 お勧めします。なお、おいでの際は次のものをご用意ください。①健康保険証、
　　　 ②写真（縦4.5cm横3.5cm、6 ヶ月以内に撮影した無帽、正面、無背景の写真）、③印鑑
　　　 ※即日交付はできません。後日、役場発行の照会書を持参していただき交付となります。
　　　 　なお、免許証をお持ちの方が住基カードを作る場合でも、保険証が必要となります。

● 委任状とは次のようなものです。
　 ① 用紙は役場窓口に備え付けてありますが、便箋等に「届出する方の署名押印・代理人の
　　  氏名・委任する内容」を書いても差し支えありません。
　 ② 南会津町ホームページにも掲載してありますのでご利用ください。

■ 住民登録届・戸籍届・印鑑登録について

■ 住民票・戸籍・印鑑証明の交付請求について

届　出　の　種　類 届　出　人 必 要 書 類 等

住
民
登
録

転出届・転居届・転入届・
世帯変更届（世帯合併・世
帯分離・世帯主変更等）

本人又は同一世帯員
※ただし、代理人の場合は、
上記の方自筆の委任状が必
要です。

○身分証明書
○転出証明書（転入手続きの時）

戸
籍

婚姻届・離婚届
養子縁組届・養子離縁届等

本人
※ただし、使者の場合は、使
者の身分証明書が必要です。

○届書
○身分証明書

印
鑑
登
録

＜登録できる印鑑＞
①欠けていたり、すりへっ
たりしていないもの
②住民登録や外国人登録
の氏名、氏もしくは名又は
氏名の一部を組みあわせ
たもの

本人（登録証は即日交付で
きます。）

○登録する印鑑　
○身分証明書

代理人
※印鑑登録の意思確認のた
め、本人宛に照会書を郵送
しますので、即日交付でき
ません。登録証は回答書提
出日に交付となります。

○登録する印鑑
○「代理権授与通知書」
※役場備え付けのこの用紙に、登録する方
の自筆の署名押印が必要です。

○代理人の身分証明書
○代理人の印鑑

証 明 書 の 種 類 交付を受けられる方 必 　 要 　 書 　 類

住民票に関する証明 本人又は同一世帯員
○代理人の場合は左記の方の自筆の委任状
○本人確認のための身分証明書戸籍に関する証明 本人又は配偶者、直系親族

戸籍に係る身分証明書 本人のみ

印鑑証明書 本人又は代理人 ○印鑑登録証（委任状は不要）○身分証明書
（ただし、持ち主の方の住所等は記入してください。）

【問い合わせ先】

　　本庁住民生活課戸籍係　℡ 0241－62－6120

　　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241－78－3325

　伊南総合支所住民課　　℡ 0241－76－7713

　南郷総合支所住民課　　℡ 0241－72－2225
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　平成２３年４月より、会津若松年金事務所による年金出張相談を開催します。

　これにより、今まで開催していた町独自の年金相談会は、平成２３年３月で中止となります。

　円滑な相談を実施するため、予約制になりますので、希望される方は下記によりお申し込み

ください。

　４月１日から、総合支援センター田島の事務所が、「あたご館」からびわのかげ総合運動公園

内「高齢者センター」に移転する予定です。

　総合支援センター田島の業務は、無料職業紹介業務等一部を除き、これまで同様に継続し、

地域課題の解決支援や登録団体の活動支援等、地域に密着し住民の皆さんと協働で地域活性化

を目指します。

　なお、あたご館の会議室利用や田島体育館の利用については、これまで同様あたご館内（電

話０２４１- ６３- ３９２７）で受付します。

　移転先　住所　南会津町永田字枇杷影２　「南会津町高齢者センター」
　　　　　電話　０２４１―６２―２４４２

会津若松年金事務所からのお知らせ

年金出張相談を開催します

■予約受付　　会津若松年金事務所　お客様相談室
■予約方法　　電話にて受付します。
　　　　　　　※ 予約時には本人・配偶者の基礎年金番号をお知らせください。
　　　　　　　※ 予約は相談日の１ヵ月前から前日までにご連絡ください。
　　　　　　　※ 予定人数となり次第締め切りとなりますのでご了承願います。
■電話番号　　０２４２－２７－５３２１へ電話してください。
　　　　　　　自動音声案内となります。
　　　　　　　「⑨を押してください」とアナウンスが流れるので９を押してください。
　　　　　　　  次に「相談されたい内容の番号を押してください」とアナウンスが
　　　　　　　  流れるので、２を押してください。　　　
■相談内容　　各種年金（共済年金・恩給を除く。）請求手続きに関する相談、
　　　　　　　厚生年金・国民年金被保険者期間の確認等、年金請求書等の受付
■相  談  日　　毎月第４木曜となります。
■時　　間　　午前１０時２０分から午後３時３０分まで　
　　　　　　　※ 相談時間は１人約２０分以内です。
■会　　場　　御蔵入交流館　会議室１
■相  談  員　　会津若松年金事務所職員　１名
■問  合  せ　　会津若松年金事務所 お客様相談室  TEL0242-27-5321（ナビダイヤル）

総合支援センター田島の主な業務案内
  ①個別相談事業　　　　　　　　　　　
  ②手話通訳派遣事業　　　　　　　　　
  ③寝具洗濯支援事業　　　　　　　　　
  ④団体事務支援（資料作成等）　　　　
  ⑤ワンコールサービス事業
　 （行政サービスに対する問合せ窓口業務）
  ⑥公益イベント・大会等支援
  ⑦協働スペース開放
  ⑧子育て支援事業
  ⑨健康増進事業（介護予防体操講習等）

『総合支援センター田島』事務所移転のお知らせ

国道289号

  

国
道
１
２
１
号  

  

国
道
４
０
０
号  

会
津
鉄
道

至 舘岩

南会津町
高齢者センター

びわのかげ総合運動公園 至 中荒井駅

至 下郷町

至 昭和村

至 南郷

至 会津田島駅

ここに移転します
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平成 23 年 4 月 1 日からこの地域で下水道が使用できるようになります

公共下水道 新たな使用開始区域のお知らせ（縦覧）

田島処理区【供用開始区域】

凡 例

整備済み区域

平成 23 年度供用開始区域

凡 例

整備済み区域

平成 23 年度供用開始区域

山口地区

大新田地区

大橋地区

南郷処理区【供用開始区域】

南郷総合支所

■問い合わせ

　本庁 環境水道課下水道係
　　℡ 0241-62-6140

　南郷総合支所 振興課環境水道係
　　℡ 0241-72-2114

■使用できる場所の詳細は、以下の日時において

　確認いただけます。

縦覧期間 平成23年3月25日（金）～31日（木）

時 間
【平　日】　8：30 ～ 19：00

【土・日】　8：30 ～ 17：00

場 所
（田島処理区）本庁２階 町政情報コーナー

（南郷処理区）南郷総合支所 振興課

下水道への早期接続をお願いします

　身近な環境を悪化させているのは、私

たちが使用した水をたれ流しにしている

ことが大きな原因です。

　みんなで協力し、恵まれた水環境を後

世まで残してあげましょう！

新年度整備予定区域は、

 （田島処理区）西町、行司地区

 （南郷処理区）山口、水根沢、木伏地区

　　　　　　を重点に工事を実施します。
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必ずチェック最低賃金！　使用者も労働者も

景気対応緊急保証制度の終了について

　常用･臨時・パート・アルバイトなどの名称に関わらず、福島県内の事業所で働くすべて
の労働者に適用されます。

（注）実際に支払われる賃金から次の賃金を除外したものが最低賃金の対象となります。
　　① 臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　　② １カ月を超える期間ごとに支払われている賃金（賞与など）
　　③ 所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われる賃金（時間外割増賃金など）
　　④ 所定労働日以外の労働に対して支払われる賃金（休日割増賃金など）
　　⑤ 午後１０時から午前５時までの間の労働に対して支払われる賃金のうち、通常の
　　　 労働時間の賃金の計算額を超える部分（深夜割増賃金など）
　　⑥ 精皆勤手当、通勤手当および家族手当

（注）産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。

○国の「景気対応緊急保証制度」が、平成２３年３月３１日をもって終了し、４月１日以降
　は「セーフティネット保証」で対応することとなりました。 
○４月から９月までの「セーフティネット保証」対象業種は４８業種（中分類）となり、現
　行の原則全業種から減少することとなります。
○また、認定基準は緊急保証制度開始前の基準（売上高３％以上減少→５％以上減少）に戻
　ります。利益率や２年前の売上高との比較はできなくなります。 
○これに伴い、県の「経営安定特別資金」は、４月以降一部業種の方は利用できなくなります。 
○資金の利用予定がある方はできる限りお早めに県内金融機関に御相談ください。 
　※４月以降対象外業種の方も、セーフティネット保証以外の資金は引き続きご利用いた
　　だけます。
○４月以降の対象業種については、中小企業庁ホームページをご覧ください。 
　　（http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/2011/110128FutureFinancing.htm） 

詳しくは、福島労働局賃金室（TEL024-536-4604）または会津労働基準監督署（TEL0242-26-
6494）にご照会ください。

最 低 賃 金 件 名
最低賃金額（円）

効 力 発 生 年 月 日
１時間

福島県最低賃金
（下記の５産業を除く全産業）  ６５７円 平成２２年１０月２４日

産

業

別

最

低

賃

金

非鉄金属製造業  ７６８円 平成２２年１２月１８日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業  ７２３円 平成２２年１２月２４日

輸送用機械器具製造業 ７５７円 平成２２年１２月１７日

計量器・測定器・分析機器・試験機・測
量機械器具・理化学機械器具、時計・同
部品、眼鏡製造業

７５６円 平成２３年　１月２６日

自動車小売業 ７５３円 平成２２年１２月　９日

≪問い合わせ≫　県庁　商工労働部　金融課　TEL024-521-7291　FAX024-521-7931
　　ホームページ  福島県金融課トップ  で検索してください。
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自動車税に関するＱ＆Ａ

　毎年、自動車税の納付時期になると、県民の皆さんから次のようなお問い合わせを多数いた

だきます。

　下記のようなトラブルにならないように、自動車の登録状況についてご確認ください。

　南会津町公共交通対策協議会では、下記のとお
り鉄道利用の助成を行っておりますので、ぜひご
利用ください。

　会津鉄道では、平成23年度も下記のとおりお座ト
ロ展望列車を運行しますので、ぜひご利用ください。
　また、この列車の乗車の際に左記利用助成制度も
利用できますので、各種団体のイベント等でご活用
ください。

　車を売買したとき、車の使用をやめたとき、住所を変更したときなどは、管轄の運輸支局で

登録変更等の手続きをしましょう。

　手続きを忘れますと、使用していない車に税金が課されるなどトラブルの原因ともなります。

　手続きがお済みでない方は、忘れずに手続きしましょう。また、登録手続を依頼した場合は、

登録が済んでいることを確認しましょう。

Ｑ１　「手放した自動車の納税通知書が届いた。どうして？」

Ａ１　自動車税は、４月１日（午前零時）現在の登録名義人である所有者（割賦販売等で所有権
　　が留保されている場合は使用者）に課税されます。そのため、移転の登録や抹消の登録が行
　　われていないと、もとの所有者に課税されることになります。
　　　自動車を下取りに出したり、他人に譲ったりしたときには、必ず運輸支局で移転登録また
　　は抹消の手続きをしましょう。

Ｑ２　住所が変わって、住民票は移したのに自動車税納税通知書が来ない。どうして？

Ａ２　自動車税の納税通知書は、運輸支局に登録されている住所（自動車検査証に記載されてい
　　る住所）に送っています。
　　　住所が変わったときには、必ず運輸支局で変更登録の手続きをしましょう。

Ｑ３　車検切れとなり、使用していない自動車にも、自動車税は課税されるのか？

Ａ３　車検切れの自動車であっても、自動車としての機能を失っていない限り自動車税が課税さ
　　れます。
　　　壊れて動かない車や使わなくなった車は運輸支局で抹消の手続きをしましょう。
　　　抹消の手続きをすれば、翌月から課税されなくなります。すでに年税額を納めている場合
　　には、抹消した翌月以降の税金は還付されます。

南会津地方振興局からのお知らせ

自動車の登録状況を確認してみましょう！

≪問い合わせ≫　福島県南会津地方振興局県税部　TEL0241-62-5212　FAX0241-62-5214

◆会津・野岩鉄道利用促進補助事業

	【対象】　南会津町民８人以上で利用する場合

	【対象となる区間】　西若松駅～新藤原駅区間

	【助成率】　鉄道運賃の３０％

	【助成補助限度額】　50,000円(1団体)

◎申込方法

　利用前日までに、本庁総合政策課にお申し

込みください。

◎問い合わせ先

　総合政策課地域振興係　℡0241-62-6240	

◆運行日

	４月　16・17・23・24・29・30
	５月　1～8・14・15・21・22・28・29
	６月　4・5・11・12・18・19・25・26
	７月　2・3・9・10・16～18・23・24・30・31
	８月　1～28
	９月　３・4・10・11・17～19・23～25
10月　1・2・８～10・15～31
11月　1～13

平成24年
		2月　4・5・11・12・18・19・25・26

◎問い合わせ先

　会津鉄道㈱　℡0242-28-5885	

会津・野岩鉄道の利用助成制度について 平成 23 年度お座トロ展望列車運行日について
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　町では、平成２２年１２月２８日から平成２３年１月３１日までの３５日間、第２次南会津
町総合振興計画素案内容に関するパブリックコメント（住民意見公募）を実施しました。
　パブリックコメントでは、第２次総合振興計画に関するものや町政全般に対するものなど、
合わせて５０件のご意見を頂戴し、これらの意見を参考に、第２次南会津町総合振興計画の最
終調整を行い、３月議会定例会に議案として提出することができました。
　いただきましたご意見とその対応状況の一部をご紹介します。

　第２次総合振興計画の策定にあたり、たくさんの方々に関わっていただいたことで、町民の
皆さんの想いと町職員の想いがたくさん詰め込まれた計画内容となりました。
　今後も引き続き、町政の推進に対するご理解とご協力をお願いします。
　最後に、総合振興計画策定に関わったすべての皆さまに心より感謝申し上げます。ありがと
うございました。

　※この他のご意見とその対応状況については、町のホームページにて公表しております。

第２次総合振興計画パブリックコメントへの

ご意見ありがとうございました

平成 23 年度  健康太極拳講習会（健康目的コース） 受講生の募集について

パブリックコメント（意見） 意見への対応

　町では、日本健康太極拳協会から講師を招いて講習会
を開催しています。
　個々の「心」と「身体」の健康を目的とするコースを
平成２３年度も開催します。健康太極拳に興味がある、
少し触れてみたいなどこれから健康太極拳を始める方に
ピッタリのコースです。
　下記のとおり受講者を募集しますので、ぜひ、ご参加
ください。

コース 日　時 募集人数 募集期間 参加料

健康太極拳

健 康 目 的

コ ー ス

 毎月 第２日曜
 午後１時～３時
（平成 23 年４月～　

 　平成 24 年３月）

４０名

（先着順）
平成 23 年３月 16 日

～３月 23 日
無　料

【申込み・問合せ先】

　健康太極拳講習会事務局〔(財 )田島振興公社内 〕　TEL ０２４１-６２-２４４２

町は、旧青年会活動の復活をバックアップし、
若い人たちの育成や集団活動の場をつくるこ
とが大切だと思う。各集落の青年会発足、そ
して連合青年会発足を図り、若者同士の交流
の場を作ることにより、人口減少をいくらか
でも防げるのではないか。

合併から今日までの経過を踏まえ、今後10
年間の期間中において南会津町の振興発展の
ため田島・舘岩・伊南・南郷地域の果たすべ
き役割を基本構想及び基本計画に明示すべき
である。

当町にも着地型観光協議会が誕生したようで
すが、関係機関が連携して積極的に誘客推進
を図るべきと提案します。

提案を受け、第２章に「地域間交流
と定住支援の推進」の施策を追加し、
若者の定住支援と後継者対策につい
て、追加記載を行いました。

基本構想において土地利用の方向性
（方針）を追加し、その中で地域別の
土地利用の方向性を示しました。

第２章「観光業分野での挑戦」にお
いて、着地型観光の推進について、
追加記載を行いました。
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ４月２１日 木 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成22年3月～ 4月生まれ

（田島地域のお子さん）

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

３･ ４月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　３月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 1 1 月 生 ま れ 

 　４月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 2 年 1 2 月 生 ま れ

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

　※BCG予防接種を受けていないお子さんはBCGを優先して接種してください。
　・該当する予防接種予診票に必要事項を記入し、母子手帳と一緒に持参してください。
　・下痢をしている場合は接種できません。
　・体温は会場で測定します。
　・医療機関を受診している場合には、担当医師に予防接種を受けてもよいか
　　ご確認ください。
　・予防接種の説明書（配布されている予防接種手帳や予防接種便利帳など）を
　　読んで、予防接種についてご理解の上、会場へおこしください。
　・接種の前に別の予防接種を受けている場合は、接種間隔にご注意ください。
　・できる限りご自分のグループでお受けください。
　・Ａ、Ｂグループの方で、Ｃグループへの接種を希望される場合は、保健
　　センターまたは各総合支所住民課にご連絡ください。
　　（ワクチンが不足する場合があるため）

グループ 対象地域 実施日 受付時間 会　場

Ａ

舘岩地域
田島地域（新町・西町・上町・後原・上中町・

　　　　　大町・中町・本町・東町・横町・

　　　　　宮本・折橋・田部原１・田部原２）

 4月13日（水） 13:00 ～ 14:00
保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｂ

田島地域（永田・今生・松下・丹藤・長野・

　　　　　田部・水無・小出原・栗生沢・針生・

　　　　　黒沢・大豆渡・金井沢・福米沢・

　　　　　上塩江・下塩江・高野・中荒井・

　　　　　川島・関本・藤生・古今・糸沢・

　　　　　羽塩・滝原）

 4月27日（水） 13:00 ～ 14:00
保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｃ 伊南地域・南郷地域  4月20日（水） 14:00 ～ 14:30 南郷総合センター

ポリオ予防接種のご案内

　ポリオ予防接種は、春と秋に集団で行う予防接種です。お住まいの地域がどのグループかをご
確認の上、下記日程で受けてください。
　大事な予防接種です。まだ受けてない子には必ず接種するようにしてください。

ポリオ予防接種の注意事項
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　３月に町内で行われる献血は次のとおりです。
　患者さんにとってより安全性の高い400ｍＬ
献血にご協力ください。

　快適なおっぱい育児のお手伝いをはじめ、授
乳や育児など助産師が応援します。
　日時は下記のとおりですので、お気軽に参加
してください。

３、４月の日曜当番医

  ３月　　６日 佐藤医院 ( 下郷町 ) TEL 0241-67-2134

　　　１３日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

　　　２０日 芳賀医院 ( 下郷町 ) TEL 0241-67-2128

　　　２７日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

  ４月　　３日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　　１０日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　　１７日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　　２４日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください

保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180

　　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所住民課　　℡ 0241－76－7713

　　南郷総合支所住民課　　℡ 0241－72－2225

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の

なかったお子さんを紹介します。

今月は３人のおともだちがむし歯ゼロでした！

おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

星　咲
さ き

希ちゃん

（田島）

楠　夏
か り ん

凛ちゃん

（舘岩）

鈴木ななみちゃん

（南郷）

子どもの急な発熱にどう対処したらいい
かわからないなど、夜間の子どもの急病
で困ったときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話してください。小児科医師や看護
師が相談に応じてくれます。
午後７時から翌朝８時まで年中無休で
対応してくれます。

３月の献血場所と時間 ゆきのした相談室からのお知らせ

３月 24 日（木）

　・南会津町役場　　　  9：40 ～ 11：30

　・ヨークベニマル田島店　12：00 ～ 13：00

　・南会津合同庁舎　　14：30 ～ 16：30

日時：毎週火曜日　午後 1 時～ 4 時 30 分

場所：南会津病院　1 病棟

相談スタッフ：南会津病院　助産師

料金：無料

問い合わせ：福島県立南会津病院

　　　　　　TEL  0241-62-7111

３月 25 日（金）

　・舘岩会館　  　　　   8：30 ～ 10：00

　・湯花里苑　　　　    10：30 ～ 12：00

　・アストリアホテル   　　 14：00 ～ 15：30

小児救急電話相談 をご存知ですか？
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３月のイベント

南会津キッズシアター　息吹　～南山義民喜四郎伝～

■日     時　３月２６日（土）

　※ 開演時間、料金等の詳細につきましては、２ページをご覧ください

Ensemble　with　horn
　南会津出身の音大生による金管楽器『ホルン』をメインにしたアンサンブル ･コンサート

■日     時　３月２７日（日）

　　　　　　　 １４：００開演（１３：３０開場）　

■入 場 料　８００円　 全席自由

■プログラム　管弦楽とホルンの為の演奏会用小品/サン・サーンス 他　　

■主 催　田島吹奏楽団

■問い合わせ　田島吹奏楽団代表　渡部 正一　　℡０９０-７０７８-８７６１

さだまさしスーパーアコースティックアンコール　予感＋

■日     時　３月２０日（日）

　　　　　　　 １７：００開演（１６：３０開場）

　　　　　　　 全席指定（チケットは完売しております）

■主 催　南会津文化ホール運営委員会・南会津町教育委員会

■問い合わせ　御蔵入交流館文化ホール　　℡０２４１-６２-６３１１

会
津
天
神
を
寄
贈

　
　

湯
田
さ
ん
ご
夫
妻

　

会
津
地
方
に
は
桃
の
節

句
の
お
雛
様
の
他
に
、
男

の
子
が
生
ま
れ
る
と
、「
会

津
天
神
」
を
飾
る
習
慣
が

あ
り
ま
す
。

　

会
津
の
領
主
で
あ
っ
た

蒲
生
氏
郷
公
が
産
業
発
展

の
た
め
に
京
都
か
ら
職
人

を
呼
び
寄
せ
て
、
こ
の
郷

土
玩
具
を
作
ら
せ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
津
天
神
は
「
学
問
の

神
様
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
菅
原
道
真
公
を

祀
っ
た
も
の
で
、
頭
が
良

く
な
り
ま
す
よ
う
に
、
出

世
し
ま
す
よ
う
に
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

集
落
に
よ
っ
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
書

き
初
め
な
ど
を
行
う
「
天

神
講
」
が
今
も
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
高
野
在
住

の
湯
田
一
右
ェ
門
さ
ん
、

淑
子
さ
ん
ご
夫
妻
よ
り
、

こ
の
会
津
天
神
一
式
を
奥

会
津
博
物
館
に
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

湯
田
さ
ん
宅
で
代
々
節
句

の
時
期
に
飾
ら
れ
て
き
た

も
の
で
、
古
く
な
っ
た
も
の

は
、
淑
子
さ
ん
が
修
復
を
し

な
が
ら
大
切
に
保
管
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

整
然
と
段
飾
り
さ
れ
た
表

情
豊
か
な
天
神
様
や
色
鮮
や

か
な
掛
け
軸
を
見
て
い
る

と
、
湯
田
さ
ん
ご
夫
妻
の
愛

情
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で

す
。

　

現
在
、
奥
会
津
博
物
館
の

「
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
山
王

茶
屋
」
内
に
展
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機

会
に
ご
覧
に
な
ら
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。湯田さんご夫

妻と山王茶屋

に展示された

会津天神
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日 月 火 水 木 金 土

１ 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】

手話の絵事典　　　全国手話研修センター∥監修

かんたんせんせいとバク　　　　斉藤　洋∥作

まじょ子とランプの中のプリンセス

　　　　　　　　　　　　　　藤　真知子∥作

理科室の日曜日　　　　　　村上　しいこ∥作

百年たってわらった木　　　　中野　美咲∥文

みてよぴかぴかランドセル　

　　　　　　　　　　　　あまん　きみこ∥文

スティーヴィーのこいぬ

　　　　　　　マイラ　ベリー　ブラウン∥文

【一般図書】

本に埋もれて暮らしたい　　　　桜庭　一樹∥著

坂本竜馬に学ぶ　　　　　　　　童門　冬二∥著

消防法　　　　　　　　　　　　山田　信亮∥編著

「はやぶさ」からの贈り物　朝日新聞取材班∥著

老前整理　　　　　　　　　　　坂岡　洋子∥著

毎日かあさん ７　　　　　　  西原　理恵子∥著

風景　　　　　　　　　　　　瀬戸内　寂聴∥著

ラストラン　　　　　　　　　　角野　栄子∥著

漂砂のうたう　　　　　　　　　　木内　昇∥著

村上春樹雑文集　　　　　　　　村上　春樹∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00
検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

■図書館特別整理期間

　４月６日（水）～１５日（金）まで、館内特別整理期
間として休館させていただきます。
これは、年に一度、館内の資料を一斉点検し、資料がき
ちんと在籍しているか、また、損傷などがないかを点検
するためです。
なお、特別整理期間前の３月２３日（水）～４月５日（火）
までの間、本・雑誌・紙芝居の貸出冊数を通常の５冊か
ら１０冊にします。（なお、ＡＶ資料は通常通り２点ま
でです。）

　くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

図書館特別整理期間のお知らせ

  ４月の休館日

  ３月の休館日

　山口宝生会は、日本の伝統芸能である能で用い
られる音曲の「謡」（うたい）や、能の舞のみどこ
ろを地謡の謡によって舞う「仕舞」（しまい）を中
心に稽古に励む団体です。
　その歴史は古く、前身の松嵐会にはじまり、昭
和４４年に能楽の１つの流派、宝生流の職分水上
輝和先生の指導を受けることになったことから山
口宝生会となり、現在まで活動を続けております。
　現在、会員数は１０名。
　毎年、南郷文化祭やみさわ荘での発表のほか、
7 月の第 1 日曜には東京水道橋の宝生能楽堂で全
国の宝生流の仲間との発表会に参加しています。
　能（謡・仕舞）は、特に若者にはなじみがうす
いですが、私達は、日本古来の伝統芸能を継承し、
礼儀・姿勢を正しくし、また、大きな声を出すこ
とで心身の健康づくりにもつながっています。
　老若男女を問わず興味のある方は気軽に参加し
てください。

文化団体の紹介⑪

稽古に励む会員の様子

◆活動日　毎週水曜日　午後 7 時～

　※月に 1 度、宝生流分職水上輝和先生に直接

　　稽古を付けていただきます。

◆場　所　南郷総合センター

◆連絡先　大竹良幸　℡ 0241-72-2513

山口宝生会
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泉崎村より、こんにちは

　vol．24

思いでいっぱいのランドセル ･･･

『ミニランドセルに注目』

小学校の卒業記念に
　ミニランドセルを作ってみませんか？

泉崎村にあるランドセル工場「榮
えいしん

伸福島工場」

　一流の技術と熱い思いを持った従業員（職人さん）が結集し、一つ一つ
愛情たっぷりの手作りランドセルは最高のブランドとして大評判。お子様
の笑顔に貢献している企業さんです。
　さて、もうすぐ卒業シーズン「思い出のいっぱいつまったランドセルを
保存しておきたい・・・」という方に「栄伸ミニランドセル」がおすすめ
です。縦２０ｃｍ横１０ｃｍ飾り箱も用意されます。思い出のランドセル

　

南
会
津
写
真
家
連
盟
（
広
野
資
郎

会
長
）
は
、
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
市
立
図
書
館

で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ォ
ト
彩
路
写
真

展
」
に
合
同
出
品
し
、
南
会
津
の
冬

の
写
真
を
展
示
し
ま
し
た

　

今
回
の
合
同
出
展
は
、
フ
ォ
ト
彩

路
講
師
の
小
村
亨
さ
ん
が
南
会
津
の

写
真
を
撮
り
続
け
、
同
連
盟
と
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

　

広
野
会
長
は
「
写
真
を
通
し
て
南

会
津
の
魅
力
を
都
会
の
人
に
伝
え
、

多
く
の
人
に
南
会
津
の
美
し
い
風
景

を
撮
り
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

南
会
津
写
真
家
連
盟

　

『
フ
ォ
ト
彩
路
写
真
展
』

　
　
　
　
　
　

に
合
同
出
品

を小さく作りかえて、残してみてはいかがでしょうか？ 価
格は、飾り箱の種類によって 8,400 円と 10,500 円の２種
類あります。
　また、榮伸福島工場では、1 日４００個、年間では８万
個のランドセルが作られております。色の種類は２４色
あって、人気があるのは紺やピンク。また GPS 機能などの
防犯機能がついているものもあります。
　ランドセルの準備がまだの方は急いでご連絡を！！ラン
ドセル工場で直接購入することも可能です。
　結カードがあれば、なんと、ランドセルを４割引で購入
することができます。ぜひ、ご利用ください。 ■問合せ:榮伸福島工場 TEL0248-53-5155

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申込みください。

■実施日と場所

　３月２４日（木）１４：００～１６：００　南郷総合支所

　３月２９日（火）１０：００～１２：００　舘岩総合支所

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　３月２４日実施分	･･･	南郷総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１－７２－２９００

　３月２９日実施分	･･･	舘岩総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１－７８－３３３０

南会津の写真の前で足を止める来場者



19

広報みなみあいづ　平成 23 年 3 月号

泉崎村より、こんにちは

　vol．24

　　　　

会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

無
月
な
る
山
そ
れ
ぞ
れ
に
独
り
な
り　
　
　
　
　

星　
　

絵
里

　

城
山
の
城
な
き
空
や
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

蛍
草

　

病
む
も
ま
た
人
の
生
活
や
小
鳥
来
る　
　
　
　
　

星　
　

穂
波

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

峯
彦

　

わ
ら
わ
ら
と
音
あ
る
ご
と
く
雪
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ッ
シ
の
窓
を
孫
の
見
飽
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
津
あ
き

　

年
々
の
元
日
に
ス
キ
ー
客
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　

食
事
と
と
の
へ
二
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

幸
一

　

主
治
医
よ
り
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
告
げ
ら
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

父
の
手
を
引
き
雪
山
仰
ぐ

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

春
炬
燵
テ
レ
ビ
の
前
の
妻
寝
息　
　
　
　
　

室
井
津
与
志

　

病
歴
も
話
題
の
ひ
と
つ
春
炬
燵　
　
　
　
　

山
口
い
っ
せ
い

　

駅
の
み
が
残
す
町
の
名
冴
返
る　
　
　
　
　

柏
倉　

清
子

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

寒
梅
の
咲
い
て
心
の
和
み
け
り　
　
　
　
　

美
世
子

　

嬰
の
笑
も
ら
ふ
指
先
春
炬
燵　
　
　
　
　
　

り
つ
子　

　

被
せ
藁
は
み
出
し
て
い
る
冬
牡
丹　
　
　
　

ト
ヨ
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

紅
薄
く
眉
は
細
め
や
初
鏡　
　
　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　

遠
き
夜
の
豆
煎
る
父
は
羽
織
着
て　
　
　
　

酒
井　

栄
子

　

今
日
一
と
日
夢
の
舞
台
や
春
ぬ
く
し　
　
　

渡
部　

華
子

まちの文芸
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町
指
定
文
化
財

新
た
に
７
件
指
定

　

南
会
津
町
文
化
財
保
護
審
議
会

（
会
長 

辺
見
輝
夫
氏
）
よ
り
、
町
の

文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
さ
れ

た
、
有
形
文
化
財
4
件
、
歴
史
資
料

1
件
、
有
形
民
俗
文
化
財
1
件
、
史

跡
1
件
の
合
計
7
件
に
つ
い
て
、
町

教
育
委
員
会
は
、
２
月
24
日
、
町
指

定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

町
指
定
文
化
財
の
指
定
は
、
町
村

合
併
後
、
初
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
指
定
と
な
っ
た
７
件

を
加
え
、
町
指
定
文
化
財
は
合
計
81

件
に
な
り
ま
し
た
。

木
像
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
有
形
文
化
財
）

　

舘
岩
地
域
湯
ノ
花
「
光
照
寺
」
の
所
有
。

室
町
時
代
に
当
地
域
で
製
作
さ
れ
た
仏

像
。

　

徹
底
し
た
一
木
造
で
、
像
全
体
に
力
強

さ
と
荒
々
し
さ
が
残
る
地
方
色
の
濃
い
作

風
を
示
し
て
い
る
。

星
家
不
動
明
王
立
像
及
び
二
童
子
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
有
形
文
化
財
）

　

舘
岩
地
域
戸
中
「
星
健
象
氏
」
所
蔵
。

享
保
4
年
（
１
７
１
９
年
）
若
松
七
日
町

で
製
作
さ
れ
た
仏
像
。

　

不
動
明
王
の
両
側
に
二
童
子
を
従
え
た

三
尊
形
式
で
、
全
体
的
に
調
和
が
と
れ
江

戸
中
期
の
特
色
あ
る
作
風
を
示
し
て
い
る
。

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
有
形
文
化
財
）

　

舘
岩
地
域
塩
ノ
原
「
泉
光
寺
」
の
所
有
。

延
宝
2
年
（
１
６
７
４
年
）
に
江
戸
で
製

作
さ
れ
た
仏
像
。

　

寄
木
造
で
、
中
央
の
作
ら
し
く
繊
細
に

彫
り
出
し
さ
れ
て
お
り
像
全
体
に
整
っ
た

作
風
を
示
し
て
い
る
。

江
戸
期
の
医
学
書
「
妊
孕
内
景
図
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
歴
史
資
料
）

　

舘
岩
地
域
松
戸
原
「
芳
賀
弘
幸
氏
」
所

蔵
。
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
会
津
藩

医
の
三
浦
謙
良
よ
り
立
岩
村
芳
賀
医
山
医

師
に
口
授
に
よ
り
授
か
っ
た
医
学
書
で
、

妊
婦
の
姿
や
胎
内
胎
児
の
様
子
な
ど
が
極

色
彩
で
美
し
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

伊
南
の
歌
舞
伎
衣
裳
と
道
具

　
　
　
　
　
　
（
有
形
民
俗
文
化
財
）

　

江
戸
期
の
文
化
・
文
政
の
頃
に
伊
南
地

域
の
平
野
家
が
江
戸
よ
り
歌
舞
伎
衣
裳
や

道
具
を
買
い
求
め
、
近
隣
の
歌
舞
伎
一

座
に
貸
し
出
し
し
た
も
の
で
、
衣
装
類

１
５
１
点
、
道
具
類
82
点
は
量
、
質
と
も

優
れ
て
い
る
。
奥
会
津
博
物
館
伊
南
館
で

所
蔵
。

駒
寄
城
跡
（
史
跡
）

　

駒
寄
城
跡
は
、
伊
南
中
学
校
校
庭
裏
側

に
位
置
し
南
北
朝
争
乱
期
頃
か
ら
室
町
時

代
前
期
頃
に
か
け
て
伊
南
郷
を
支
配
し
た

河
原
田
氏
が
最
初
に
築
い
た
山
城
で
、
麓

の
駒
寄
神
社
と
い
わ
れ
る
周
辺
に
残
る
土

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
有
形
文
化
財
）

　

舘
岩
地
域
井
桁
「
自
源
寺
」
の
所
有
。

江
戸
時
代
前
期
に
江
戸
で
製
作
さ
れ
た
仏

像
。

　

寄
木
造
で
、
材
を
細
か
く
丁
寧
に
矧
ぎ

寄
せ
て
い
く
技
法
は
一
定
の
法
則
性
が
あ

り
中
央
の
正
統
的
な
作
風
を
示
し
て
い
る
。

塁
、
空
堀

な
ど
の
本

丸
跡
と
思

わ
れ
る
曲

輪
と
、
標

高
８
４
０

ｍ
の
山
頂

か
ら
伊
南

盆
地
が
一

望
で
き
る

天
然
の
要

害
山
頂
部

の
曲
輪
か

ら
成
る
。


